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論文題目 

Color record in self-monitoring of blood glucose improves glycemic control 
by better self-management 
（カラー記録を活用した血糖自己測定は自己管理行動と血糖コントロールの

改善に寄与する） 

（論文内容の要旨） 
【目的】 
 血糖自己測定（SMBG）は、測定回数が多いほど血糖コントロールの改善に

寄与する。しかし、測定回数が少ない 2 型糖尿病患者では、SMBG が血糖コン

トロールの改善に有用か一定した結論が得られていない。それは、少ない測定

回数では、患者自身が血糖変動を把握し、その原因を振り返り、自己管理に反

映させることが容易ではないからである。したがって、少ない測定回数でも血

糖コントロールの改善に寄与するが、患者にもわかりやすい SMBG の活用方法

が求められる。 
色彩は、人の心理面、生理面、行動に影響を与えることから、糖尿病患者の

自己管理の動機づけにも応用できることが想定される。そこで、本研究では、

SMBG に 2 種類のカラー表示方法（血糖測定器画面上でのカラー表示（CD）、

自己管理ノートでのカラー記録（CR））を用い、高血糖を赤色、低血糖を青色

で示すことにより、患者の行動変容と血糖コントロールの改善に寄与するかを

検討した。 
【方法】 
 本研究は、無作為化並行群間比較臨床試験で、試験期間は 24 週間である。対

象は、京都大学医学部附属病院糖尿病・内分泌・栄養内科外来に通院するイン

スリン治療中の 2 型糖尿病患者である。同意取得後、二要因デザイン（CD ま

たは non-CD、 CR または non-CR）を用いて無作為に割り付けた。CD では、

血糖測定器画面上に、血糖値と同時に数値の下に表示されるカラーインジケー

ターの色が変化することによって血糖値の高低を示し、CR では、測定した血

糖値を患者が自己管理ノートに記録する際に、記録した血糖値をそのレベルに

応じて異なる色を用いて丸で囲むことにより、血糖値の高低を示した。CD、

CR ともに、血糖値 160mg/dL 以上を赤色、血糖値 70mg/dL 未満を青色で表示

した。主要評価項目は、24 週後の HbA1c 変化量、副次的評価項目は、自己管

理行動および気分状態の変化とし、試験開始時、4、12、24 週後に、血糖記録、

診療記録、質問紙（糖尿病セルフケア行動評価尺度（SDSCA）、 気分プロフ

ィール検査（POMS））を用いて評価した。本試験は、京都大学大学院医学研

究科・医学部及び医学部附属病院医の倫理委員会の承認を得（E1332）、大学

病院医療情報ネットワークに臨床試験登録した（UMIN000006865）。 
【結果】 
 120 名が試験に参加し、101 名（84.2%）が試験を終了した。患者背景は、年

齢（平均±標準偏差）66.8 ± 9.9 歳、女性の割合 40.6%、糖尿病罹病期間 17.7 ± 9.3
年、HbA1c 値 7.88 ± 0.85%、SMBG 回数 2.04 ± 0.95 回/日、インスリン注射回数

2.16 ±1.09 回/日であった。HbA1c は、CR 群で有意に低下し（-0.28%、p=0.018）、
non-CR 群（+0.03%、p=0.783）との有意な差を認めた（-0.31%、p=0.044）。 

また、CR 群では、non-CR 群と比較し、SDSCA の食事療法スコア（+0.44 point、
p=0.043）および運動療法スコア（+0.50 point、p=0.045）が有意に改善した。

一方、CD 群では、non-CD 群と比較し、運動療法スコアのみが有意に改善した

が（+0.50 point、p=0.045）、両群とも HbA1c に変化はなく（-0.14%（p=0.191） 
vs. -0.11%（p=0.334））、群間差も認めなかった（-0.03%、p=0.866）。気分

状態スコアは全ての群で変化を認めず、健常範囲内であった。 
【結論】 
 カラー記録を用いた SMBG は、心理的な負担を高めることなく、自己管理行

動と血糖コントロールの改善に寄与することから、SMBG の測定回数が少ない

インスリン治療中の 2 型糖尿病患者において、カラー記録は患者にもわかりや

すい SMBG の活用方法であることが示された。一方、カラー画面表示だけでは

自己管理行動の改善に必ずしも寄与しておらず、その効果を活かすための新た

な療養支援の方法が必要であることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、インスリン治療中の 2 型糖尿病患者を対象として、血糖自己測定

における 2 種類のカラー表示方法（カラー表示、カラー記録）が、患者の自己

管理行動と血糖コントロールの改善に寄与するかを無作為化並行群間比較臨床

試験により評価した研究である。カラー表示法では運動療法スコアのみ改善し

たが、血糖コントロールの改善は認められなかった。一方で、カラー記録法で

は、食事療法スコアと運動療法スコアおよび、血糖コントロールが改善した。

また、本研究では血糖自己測定が心理的負担を高めることはなかった。これら

の結果から、カラー記録を用いた血糖自己測定は血糖コントロールに有用であ

り、自己管理行動を改善させるには患者が能動的に関与するプロセスを組み合

わせることが効果的であると考えられた。 
以上の研究は、2 型糖尿病患者の自己管理行動と血糖コントロールの改善に

は、患者自身による主体的な関与が重要であることを明らかにしている。本研

究の成果は、糖尿病に限らず生活習慣病全体に当てはまり、療養支援の今後の

あり方を示すものである。 
したがって、本論文は博士（人間健康科学）の学位論文として価値あるもの

と認める。なお、本学位授与申請者は、平成 26 年 4 月 9 日実施の論文内容と

それに関連した諮問を受け、合格と認められたものである。 

 


